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第23回大学教育研究フォーラム
個人研究口頭発表①

初年次学生における成長要因の可視化に
関する研究 -多面的な分析手法を通じて-

２０１７年３月２０日（月） １０：００～１０：２０

杉原亨（関東学院大学高等教育研究・開発センター）・岡田佐織（ベネッセ教育総合研究所）・

奈良堂史（関東学院大学高等教育研究・開発センター）・佐藤昭宏（ベネッセ教育総合研究所）・
山田昭子（関東学院大学高等教育研究・開発センター）・松尾洋希（ベネッセi-キャリア）・
影山裕介（ベネッセi-キャリア）
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１．研究の背景・目的



研究背景・目的
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全学的なFDの取組みを着実に実行しているも
のの、個別学生に着目すると、入学時点での多
様化に加え、入学後の経験や学習意欲・態度の
違いにより成長の差が見られる状況である。

学生の成長プロセス（学習面・課外活動など）の
可視化を試み、その結果を実践に反映して、入学
後早期に学生を成長させるために、ベネッセグル
ープと共同研究を開始した。
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本日の発表では、共同研究の一部である、定量
的なアセスメント調査と定性的なインタビュー調査
（第一次のみ）から見えてきた、学生の成長プロ
セスの可視化に関する研究結果について報告す
る。
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２．アセスメントデータから見た現状分析



「学ぶ意欲」に着目（初期仮説）
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研究会で学生の成長要因について、メンバーの
教育現場での経験や、全国のアセスメントデータ
から傾向を踏まえて議論を重ねた結果、「意欲（
特に学習面）」が重要な鍵となるのではないかと
いう共通認識に至った。

⇒学生の学ぶ意欲の実態を探るために、アセスメ
ントデータで分析を試みた。



アセスメントデータ分析①（学びへの意識に着目）
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相対的に「学びへの心構え」「学びへの見通し」が低い

学部ごとで傾向が異なる（資格系学部で高い）

引用：関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017） 『学生の成長プロセスを可
視化する実践的研究』 P5 http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/



アセスメントデータ分析②（1年生4月から12月の変化）
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「学びへの意識」が向上した学生の特徴を明ら
かにするために、2015年度秋学期選択科目「
KGUキャリアデザイン基礎Ⅰ」の受講生で、1

年生4月と12月で比較可能な学生（n=75）を対
象に、「学びへの意識」が向上した（変化なし）
の学生群（n=23）と、低下した学生群（n=52）で
アセスメントによる比較分析を行った。

✓ 1年生4月：大学生基礎力レポートⅠ新入生版

✓ 1年生12月： 大学生基礎力レポートⅡ在学生版

（ベネッセi-キャリア開発）
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学びへの意識が向上した学生は「基礎学力（日本語
理解・判断推理）」「進路に対する意識と行動」が上昇
している 引用：関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017） 『学生の成長プロセスを可

視化する実践的研究』 P6 http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/



データから考察した初年次で成長する学生像
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 学びへの意識と基礎学力（日本語理解・判断推理）の伸び
の関連性から、レポート作成の過程で文献などの情報を収
集しながら意見をまとめていくなど、「大学型の学び」への
適応がみられると考えられる。

 学びへの意識と進路に対する意識・行動の伸びの関連性
から、学びへの意識が向上した学生は自己理解や社会理
解を通じてキャリアビジョンを明確にし、実現のための行動
ができていると考えられる。

＜初年次で成長する学生像＞

大学における学びの意義を理解した上で、将来目標を
設定し、やるべきことを理解し、行動に移している。
⇒上記学生の実態を解明するためインタビューを行った。
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３．第一次インタビュー調査の
研究プロセス・手法



第一次学生インタビュー概要
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 目的：初年次で成長しているKGU学生の実態把握

 対象：2015年度秋学期「KGUキャリアデザイン基礎Ⅰ」受講生の内、当時
の1年生75人。（学内における「人に関する研究倫理審査」承認済み）

【インタビュー学生の抽出方法】

１．アセスメントによる成長の確認
・2015年4月と12月段階でのアセスメント結果の伸びを確認
-2015年4月「キャリアデザイン入門」で1年生全員に「大学生基礎力レポート
Ⅰ」を実施。
-2015年12月「キャリアデザイン基礎Ⅰ」で受講生対象（1年生人）に
「大学生基礎力レポートⅡ」を実施
⇒基礎力ⅠとⅡを受検した75名の結果を次の観点（学生像）で分析し伸びを確認した

「①大学への適応、②学びの面白さ、③インテンシブ（集中、つらくても頑張
る）、④目的意識・成長への道筋、⑤授業・カリキュラムへの目的理解」

２．キャリアデザイン基礎Ⅰのミニレポートのチェック
・授業内の各回のミニレポートをチェックし、優れている学生を特定

３．キャリアデザイン基礎Ⅰ担当教員による観察・所感
・担当教員による受講生の授業態度、グループワークへの取組みな
どの評価・観察結果の共有

⇒上記3つの観点により、20名の成長していると見込まれる
学生を抽出

【インタビュー概要】

■実施：2016年6月～7月
■人数13人（人間環境学部3人、栄養学
部6人、教育学部2人、経営学部2人）

■インタビュー方式
・（質問者）2人対（対象者）1人に半構造化イン
タビューを実施
・インタビュー時間は「90分」
・主なインタビュー項目

-モチベーションの変化（学習面・課外活動）
-進学動機
-学習の状況、熱心に取り組んでいる授業、
良い先生

-将来のキャリア
-人間関係 など



インタビュー時の工夫
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 （左図）研究メンバーが分担して
実施するため、そのまま読み上
げられる形で質問内容を記載し、
その下に「インタビュアーが確認
すべきこと」（赤字）、「質問の意
図」（青字）、「覚え書き」（黒字）
を付記した。

 （次頁）モチベーション・チャート。
インタビューの冒頭で、学習と学
習以外の活動に対する自分のモ
チベーションの変遷を学生に図
示してもらった。
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意欲 赤字：「勉強、学習」に対する意欲
青字：「勉強、学習以外の活動」（なんでも可）に対する意欲
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意欲曲線：これまでの「意欲」の変化をグラフにしてください。
文系C学部

・高校入学で安
心した

・友人関
係が安定
し、一緒
に勉強す
る仲間が
増えた

・指定校推薦
を得るため頑
張った

・高校2年で文

理選択で文系
に。数学が無く
なり、文系科目
に集中できた ・入学後モチベーショ

ンダウン。関東学院
大学が第一志望では
なかった。1年春学期
16単位のみ。

・大学の学びのやり方がわかっ
てきた。後期は秀も意識して、24

単位取れた。

・人間関係のも
つれ、大学で途
切れる

・入学直後仲良くなった友達から、授業をさぼる
ことを誘われてつきあっっていたら、何個も単位
を落とした。

・遊ぶのをやめて、基礎ゼミで
一緒になった学生と食事をする
ことで、周りに人が増えてきた。
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意欲 赤字：「勉強、学習」に対する意欲
青字：「勉強、学習以外の活動」（なんでも可）に対する意欲
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意欲曲線：これまでの「意欲」の変化をグラフにしてください。
資格系C学部

・受験に向け
て勉強した
⇒勉強の習慣
が身についた

・入学後も勉強を頑
張ろうと思っていた

・取り組みたい専門分
野を意識した

（中学の社会科の授
業がきっかけ）

・中だるみに・・・

・友人に勉強を教えたりすることがモチ
ベーションアップにつながっている
・実習の授業がきっかけとなった

・専門の勉強がしたいという想いは継
続している
・特待生なので、嬉しくて頑張っている

・課外活動は勉強との両
立ができていなかった

・スーパーのレジうちのバ
イト（金土日）やサークル
等との両立ができるよう
になった
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４．インタビュー調査から見えてきた成長要因



インタビューから見えてきた
成長の主なきっかけ（トリガー）
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学習のフィードバック・サポートの重要性

➢提出課題への手厚いレスポンスや、学習支援の充実
によるモチベーションの向上

大学型の学びへのスムーズな移行への対応

➢受験勉強と違い、能動的に日々学ぶ必要がありレポー
ト作成など初めての経験も多い

困難を乗り越える・役割を任された経験

➢部活や学園祭、受験勉強などの経験が成長の鍵とな
っている。



インタビューから見えてきた成長プロセスの要素

引用：関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017） 『学生の成長プロセスを可
視化する実践的研究』 P9 http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/18



インタビューから見えてきた
成長プロセスの可視化（構造図）
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 成長学生へのイ
ンタビューを通じ
て、トリガー（き
っかけ）とレディ
ネスが密接に関
連し、成長に向
けた活動（サイ
クル化）へつな
がっていること
が共通点として
浮かび上がった。

引用：関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017） 『学生の成長プロセスを可
視化する実践的研究』 P10 http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/



ご清聴ありがとうございました。

本研究については、本日の参加者企画セッション
「学生の成長を可視化し、教育の質保証へつなげる

ために必要なこと」で詳細を取り上げます。
会場：吉田南総合館北棟 共北３１

時間 １３：２０～１５：５０
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＜共同研究の報告書＞ （本研究発表の詳細）
関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017）
『学生の成長プロセスを可視化する実践的研究』
http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/

＜御質問など＞
杉原 亨
関東学院大学高等教育研究・開発センター 専任講師
sugihara@kanto-gakuin.ac.jp


